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はしがき

函数解析学は函数や作用素の集合の位相構造の解明に端を発し, 実
函数論, 調和解析, 函数方程式論, 確率論など広範な数学分野を取り
込んで大きく発展してきた比較的新しい数学分野である. し力 $>$もその

発展は純粋数学の範噴にとどまらず, 確率解析, 力学系や量子力学,

さらには信号解析, ファジイ理論, 量子情報理論, 計算数学などの情

報科学分野に至るまで大きな影響を与え続けている. これらの応用分
野では, 函数解析学における様々な結果や手法を縦横無尽に駆使した
理論展開が行われている. また, 函数解析的な観点から問題を見直す
ことにより, 従来とは異なる新しい観点からの研究指針が得られるこ
とも数多く報告されている.
本研究集会では, 函数解析学の専門家とその情報数理への応用に携
わっている研究者を招き, 函数解析学と情報数理の接点に位置する最
新の研究について発表と討論を行った. ここに集録した論文が関連分

野の研究者の手助けとなることを願っている.

研究提案者 梅垣壽春

研究代表者 河邊 淳
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